
JP 5287508 B2 2013.9.11

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力信号を、複数の出力端に分配して出力する信号分配手段と、
　前記信号分配手段の前記複数の出力端のそれぞれに接続される信号処理部の複数個と、
　前記複数個の信号処理部の少なくとも一つに設けられ、前記信号分配手段からの信号の
伝送路をオン・オフする１または複数の信号用スイッチと、
　前記１または複数の信号用スイッチの切替信号を発生する切替信号発生部と、
　前記切替信号により前記信号処理部の前記１または複数の信号用スイッチが切り替えら
れたときに、前記１または複数の信号用スイッチが切り替えられた信号処理部の入力イン
ピーダンスが、急峻でない遷移をするように抑制するための抑制手段と、
　を備える信号処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の信号処理装置において、
　前記抑制手段は、前記信号分配手段と前記信号処理部との間の信号伝送路に設けられる
インピーダンス遷移補正回路からなり、
　前記インピーダンス遷移補正回路は、前記切替信号により前記信号処理部の前記１また
は複数の信号用スイッチが切り替えられるときに、前記信号処理部の入力インピーダンス
が、急峻でない遷移をするように制御される
　信号処理装置。
【請求項３】
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　請求項１に記載の信号処理装置において、
　前記抑制手段は、前記切替信号発生部からの急峻な遷移の前記切替信号を、急峻でない
遷移をする切替信号に抑制して前記信号処理部の前記１または複数の信号用スイッチに供
給する切替信号補正手段からなる
　信号処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の信号処理装置において、
　前記切替信号補正手段は、前記切替信号の前記１または複数の信号用スイッチへの信号
路に設けられる時定数回路からなる
　信号処理装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の信号処理装置において、
　前記切替信号補正手段は、キャパシタ素子と、前記切替信号に基づいて駆動され、前記
キャパシタ素子への充放電を行うチャージポンプ回路とから構成される
　信号処理装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の信号処理装置において、
　前記切替信号補正手段を構成するチャージポンプ回路は、微小電流発生源から供給され
る微小電流を元に動作する
　信号処理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の信号処理装置において、
　前記微小電流発生源は、前記入力インピーダンスの遷移特性を可変するために、発生す
る前記微小電流を可変にする電流調節機能を備える
　信号処理装置。
【請求項８】
　請求項３乃至請求項７のいずれかに記載の信号処理装置において、
　前記１または複数の信号用スイッチは、電界効果トランジスタで構成されると共に、ゲ
ート制御端子とドレイン制御端子とを備え、
　前記切替信号補正手段は、前記切替信号に基づき、前記ゲート制御端子と前記ドレイン
制御端子とに相補的な制御電位を与えることで、前記１または複数の信号用スイッチをオ
ン・オフする
　信号処理装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の信号処理装置は、放送信号の受信装置であって、
　前記複数個の信号処理部はチューナのフロントエンド回路であって、前記信号用スイッ
チが設けられるフロントエンド回路は、受信信号の周波数帯域を複数に分割して、各分割
周波数帯域毎に処理するようにするものであり、
　前記信号分配手段は、受信した放送信号を、複数個のチューナのフロントエンド回路に
分配して供給するものであり、
　前記信号用スイッチは、前記信号分配手段からの受信信号の前記複数の周波数帯域のう
ちの前記信号処理部で処理する分割周波数帯域を選択するためのスイッチであり、
　前記切替信号は、前記チューナにおける選局チャンネルが、いずれの分割周波数帯域に
含まれるかにより、前記信号処理部に対して自動的に生成されて供給される
　信号処理装置。
【請求項１０】
　受信信号が分配されて入力される複数個の信号処理部のうちの１つの信号処理部である
フロントエンド回路であって、
　入力端を通じて入力される受信信号の伝送路をオン・オフする１または複数の信号用ス
イッチと、
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　切替信号により、前記１または複数の信号用スイッチが切り替えられたときに、入力イ
ンピーダンスが、急峻でない遷移をするように抑制するための抑制手段と、
　を備える受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の受信装置のフロントエンド回路において、
　前記受信信号の周波数帯域を複数に分割して、各分割周波数帯域毎に処理するようにす
るものであり、
　前記信号用スイッチは、前記受信信号の前記複数の周波数帯域のうちで処理する分割周
波数帯域を選択するためのスイッチであり、
　前記切替信号は、選局チャンネルが、いずれの分割周波数帯域に含まれるかにより、前
記信号処理部に対して自動的に生成されて供給される
　受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の受信装置のフロントエンド回路において、
　前記抑制手段は、急峻な遷移の前記切替信号を、急峻でない遷移をする切替信号に変更
して前記１または複数の信号用スイッチに供給する切替信号補正手段からなる
　受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の受信装置のフロントエンド回路において、
　前記切替信号補正手段は、前記切替信号の前記１または複数の信号用スイッチへの信号
路に設けられる時定数回路からなる
　受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の受信装置のフロントエンド回路において、
　前記切替信号補正手段は、キャパシタ素子と、前記切替信号に基づいて駆動され、前記
キャパシタ素子への充放電を行うチャージポンプ回路とから構成される
　受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の受信装置のフロントエンド回路において、
　前記切替信号補正手段を構成するチャージポンプ回路は、微小電流発生源から供給され
る微小電流を元に動作する
　受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の受信装置のフロントエンド回路において、
　前記微小電流発生源は、前記入力インピーダンスの遷移特性を可変するために、発生す
る前記微小電流を可変にする電流調節機能を備える
　受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１７】
　請求項１２乃至請求項１６のいずれかに記載の受信装置のフロントエンド回路において
、
　前記１または複数の信号用スイッチは、電界効果トランジスタで構成されると共に、ゲ
ート制御端子とドレイン制御端子とを備え、
　前記切替信号補正手段は、前記切替信号に基づき、前記ゲート制御端子と前記ドレイン
制御端子とに相補的な制御電位を与えることで、前記１または複数の信号用スイッチをオ
ン・オフする
　受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１８】
　ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ；集積回路）化されていることを特徴と
する請求項１２乃至請求項１７のいずれかに記載の受信装置のフロントエンド回路。
【請求項１９】
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　信号伝送路をオン・オフする１または複数の信号用スイッチを備える信号処理部の複数
個に、入力信号を信号分配手段により分配して供給する信号処理装置におけるスイッチ切
替制御方法であって、
　制御手段が、切替信号により前記信号処理部の前記１または複数の信号用スイッチが切
り替えられたときに、前記１または複数の信号用スイッチが切り替えられた信号処理部の
入力インピーダンスが、急峻でない遷移をするように抑制するための抑制工程を有する
　信号処理装置におけるスイッチ切替制御方法。
【請求項２０】
　受信信号が分配されて入力される複数個の信号処理部のうちの１つの信号処理部である
フロントエンド回路であって、入力端を通じて入力される受信信号の伝送路をオン・オフ
する１または複数の信号用スイッチと、制御手段を備えるフロントエンド回路におけるス
イッチ切替制御方法であって、
　切替信号により、前記１または複数の信号用スイッチが切り替えられたときに、前記制
御手段が、前記フロントエンド回路の入力インピーダンスが、急峻でない遷移をするよう
に抑制するための抑制工程を有する
　フロントエンド回路におけるスイッチ切替制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、広帯域のテレビ放送信号を複数の周波数帯域に分け、１または複
数のスイッチにより処理する周波数帯域を切り替え選択できるようにすることにより、各
分割周波数帯域毎に処理ができるようにするチューナのフロントエンド回路におけるにス
イッチ切替制御方法に関する。また、このスイッチ切替制御方法が適用される信号処理装
置、フロントエンド回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ放送受信用のチューナのフロントエンド回路は、各国のテレビ放送を、その放送
形式に関わらず受信して処理することが可能である。しかし、各国のテレビ放送を受信使
用とした場合には、その受信周波数帯域は、非常に広い。このため、通常は、一つのバン
ドパスフィルタで受信信号を選択することは困難である。
【０００３】
　そこで、各国のテレビ放送で使用されている周波数を、例えば、
（Ａ）４６～１４７ＭＨｚ（ＶＬバンド）
（Ｂ）１４７～４０１ＭＨｚ（ＶＨバンド）
（Ｃ）４０１～８８７ＭＨｚ（Ｕバンド）
の３バンドに分割し、ユーザのチャンネル選択操作に応じて、受信バンドを切り替えるよ
うにしたフロントエンド回路が提供されている。
【０００４】
　図１３は、このように３バンドに周波数帯域が分割された場合のテレビチューナのフロ
ントエンド回路の入力段の構成例を含む、テレビ放送受信機の一部の構成例を示す図であ
る。この図１３の例において、点線で囲んだフロントエンド回路１は、１チップＩＣ（Ｉ
ｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ；集積回路）として、ＩＣ化されたものとされてい
る。
【０００５】
　図１３において、フロントエンド回路１の入力端子１０には、アンテナで受信されたテ
レビ放送信号Ｖｉが入力される。このテレビ放送信号Ｖｉは、上記の３つのバンドのそれ
ぞれに対応してオン・オフされる３個の信号用スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃのそれぞ
れを通じて、上記の３つのバンド用のバンドパスフィルタ１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃに供給
される。この場合、各バンドパスフィルタ１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃは、上述のＶＬバンド
、ＶＨバンド、Ｕバンドのそれぞれの周波数帯域を選択周波数帯域とするバンドパスフィ
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ルタとされる。
【０００６】
　信号用スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃとしては、半導体を使用した高周波スイッチが
用いられている。この種の高周波スイッチは、近年非常に高頻度に使用されており、例え
ば特許文献１（特開平９－１３９６０１号公報）や特許文献２（特開平１０－２８４９０
１号公報）などにも示されている。
【０００７】
　各バンドパスフィルタ１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃのそれぞれの出力信号は、ローノイズア
ンプ１３Ａ，１３Ｂ，１３Ｃをそれぞれ通じて、ミキサ１４Ａ，１４Ｂ，１４Ｃのそれぞ
れに供給される。そして、ミキサ１４Ａ，１４Ｂ，１４Ｃのそれぞれには、局部発信信号
が供給される。これにより、ミキサ１４Ａ，１４Ｂ，１４Ｃのそれぞれにおいては、ロー
ノイズアンプ１３Ａ，１３Ｂ，１３Ｃのそれぞれの出力信号が、低周波の中間周波数に周
波数変換される。そして、ミキサ１４Ａ，１４Ｂ，１４Ｃのそれぞれからの中間周波数信
号は、低周波処理部に供給され、テレビ信号が復調される。
【０００８】
　図１３の例においては、例えばスイッチ回路１１Ａ→バンドパスフィルタ１２Ａ→ロー
ノイズアンプ１３Ａ→ミキサ１４Ａの系は、ＶＬバンド用である。また、スイッチ回路１
１Ｂ→バンドパスフィルタ１２Ｂ→ローノイズアンプ１３Ｂ→ミキサ１４Ｂの系は、ＶＨ
バンド用である。さらに、スイッチ回路１１Ｃ→バンドパスフィルタ１２Ｃ→ローノイズ
アンプ１３Ｃ→ミキサ１４Ｃの系は、Ｕバンド用である。
【０００９】
　そして、例えばマイクロコンピュータで構成される制御部２からのバンド切替信号ＳＷ
１，ＳＷ２，ＳＷ３が、端子ピン１５，１６，１７をそれぞれ通じて、信号用スイッチ１
１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃのそれぞれに供給される。
【００１０】
　制御部２には、リモコン受信部３が接続されている。リモコン送信部４からのリモコン
信号を受信するとリモコン受信部３は、その受信信号を制御部２に供給する。制御部２は
、受信したリモコン信号を解析して、その解析結果に応じた制御処理をする。
【００１１】
　この場合に、リモコン送信部４からのリモコン信号が、ユーザのチャンネル変更操作に
基づくチャンネル選択信号であるときには、制御部２は、先ず、当該チャンネル選択信号
で示されるチャンネルが、ＶＬ，ＶＨ，Ｕのいずれのバンドに含まれるかを判別する。
【００１２】
　そして、制御部２は、判別したバンドが、現在選択中のバンドであるときには、スイッ
チ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃに供給するバンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３は変更しな
い。そして、制御部２は、選択中のバンドの系のミキサに供給する局部発信信号のみを、
ユーザが選択したチャンネルを選局するように変更制御する。
【００１３】
　また、制御部２は、判別したバンドが、現在選択中のバンドとは異なるときには、その
判別結果のバンドの選択状態になるように、スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃを、バンド
切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３により切替変更する。そして、制御部は、切替変更後の
バンドの系のミキサに供給する局部発信信号を、ユーザが選択したチャンネルを選局する
ように変更制御する。
【００１４】
　この場合に、チャンネル変更の際には、当該変更時から、目的の放送チャンネルを正し
く受信することができるまでに、局部発信信号生成用のＰＬＬ回路の引き込み時間など、
遅延が発生する。
【００１５】
　そのため、制御部２は、バンド切替時およびチャンネル変更時から前記遅延時間分の間
は、フロントエンド回路の後段の復調部の動作を停止したり、復調部への信号をミューテ
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ィングしたりして、再生画像が乱れたりするのを防止するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特開平９－１３９６０１号公報
【特許文献２】特開平１０－２８４９０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　ところで、近年のテレビ受信機は、複数個のチューナを内蔵するものが増加している。
これは、複数個のチューナのそれぞれで選局受信した放送チャンネルの番組映像を、１画
面を複数個に分割して表示したり、いわゆる裏番組を録画記録したりする目的のためであ
る。
【００１８】
　図１４は、２個のチューナを備えるテレビ受信機の構成例を示すものである。この例は
、受信アンテナ２１で受信されたテレビ放送波信号は、信号分配手段としてのスプリッタ
２２により、第１のチューナ２３１と第２のチューナ２３２とに分配供給される。
【００１９】
　これら第１および第２のチューナ２３１および２３２は、図１３を用いて前述したよう
に、受信周波数帯域を３分割した３バンドを信号用スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃによ
り切替選択する構成のフロントエンド回路１を備える。
【００２０】
　そして、第１および第２のチューナ２３１および２３２のフロントエンド回路１のそれ
ぞれは、マイクロコンピュータで構成される制御部２０から、独立に、バンド切替信号Ｓ
Ｗ１，ＳＷ２，ＳＷ３（図１４では図示は省略）を受けて、バンド切り替えを行う。また
、第１および第２のチューナ２３１および２３２は、制御部２０からのチャンネル選局信
号に応じて局部発信信号を制御して、チャンネル選択を行う。
【００２１】
　制御部２０には、前述の図１３と同様に、リモコン送信部２９からのリモコン信号を受
けるリモコン受信部２８が接続されている。制御部２０は、リモコン送信部２９でのユー
ザの、チャンネル切り替えや後述する出力モード切り替えの操作入力に応じた制御信号を
生成して、チューナ２３１，２３２や後述する映像切替合成回路２５に供給する。
【００２２】
　この例の第１および第２のチューナ２３１および２３２のそれぞれは、制御部２０から
の制御信号に応じてチャンネル選択した受信信号を中間周波数信号に変換し、その変換し
た中間周波数信号から映像信号を復調（検波）して出力する。
【００２３】
　そして、第１のチューナ２３１および第２のチューナ２３２からの映像検波出力は、そ
れぞれ映像増幅回路２４１および２４２を通じて映像切替合成回路２５に供給される。こ
の映像切替合成回路２５には、制御部２０から、ユーザの指示操作に応じた制御信号が供
給される。
【００２４】
　映像切替合成回路２５は、これに供給される制御信号に応じて、後述するような複数の
出力モードで、表示装置部２６および記録再生装置部２７に、映像出力信号を供給する。
【００２５】
　表示装置部２６は、例えばＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）や、ＬＣＤ（
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）を表示素子として備え、映像出力信号
に応じた映像を表示する。
【００２６】
　記録再生装置部２７は、ハードディスク装置や、例えばＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅ
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ｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）のようなリムーバル記録メディアを用いる光ディスクドライ
バなどを用いて、放送信号を記録再生する機能を備える。この記録再生装置部２７には、
制御部２０からの記録／再生の制御信号が供給される。
【００２７】
　この例の映像合成切替回路２５では、ユーザの指示操作に応じた、以下のような複数の
出力モードを備える。
【００２８】
（１）第１のチューナ２３１と第２のチューナ２３２のいずれか一方の映像出力信号を選
択して、表示装置部２６あるいは記録再生装置部２７のいずれかに供給する第１の出力モ
ード。　
（２）第１のチューナ２３１と第２のチューナ２３２のいずれか一方の映像出力信号を表
示装置部２６に出力し、他方を記録再生装置部２７に出力する第２の出力モード。　
（３）第１のチューナ２３１および第２のチューナ２３２の映像出力信号を合成し、その
合成した映像出力信号を表示装置部２６に供給する第３の出力モード。
【００２９】
　なお、制御部２０からの制御信号により、記録再生装置部２７が再生モードに切り替え
られるときには、映像合成切替回路２５は、制御部２０からの制御信号に従い、記録再生
装置部２７からの再生映像信号を、表示装置部２６に供給する出力モードとなる。
【００３０】
　上述の第１のモードは、第１のチューナと第２のチューナのいずれかのみが動作状態と
なり、動作状態となっていないチューナは、通常は、省電力のためにスタンバイ状態とさ
れている。この第１のモードのときには、ユーザにより、チャンネル選択切り替え操作が
なされたときには、前述したように、ミューティングや復調部の動作停止制御がなされて
、切り替え時の映像が乱れやノイズが防止される。
【００３１】
　しかし、第２の出力モードや第３の出力モードにおいては、第１のチューナ２３１と第
２のチューナ２３２とが同時に動作状態となり、互いに独立にチャンネル切り替え選択が
なされるために、バンド切り替えにより、次のような問題が生じることが判明した。
【００３２】
　例えば、第２の出力モードにおいて、第１のチューナ２３１で選択中のチャンネルの放
送番組の映像を、表示装置部２６の表示画面に表示しながら、第２のチューナ２３２で選
択中のチャンネルの放送番組を録画する場合を考える。
【００３３】
　この場合において、ユーザが、第１のチューナ２３１あるいはチューナ２３２での選択
チャンネルを変更したときに、そのチャンネル変更に伴って、バンド切り替えが生じる場
合がある。
【００３４】
　このバンド切り替えにより、信号用スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃのオン・オフ状態
が変更されると、当該バンド切り替えがなされたチューナで扱う信号周波数が変化する。
そして、その変化後の信号周波数についてのインピーダンスが、信号用スイッチ１１Ａ，
１１Ｂ，１１Ｃの切り替え時に変化する。
【００３５】
　スプリッタ２２のアイソレーションが十分でない場合には、このバンド切り替えがなさ
れたチューナにおける入力インピーダンスの変化が、スプリッタ２２を通じて他方のチュ
ーナに供給される信号を劣化させてしまうことがあることが判明した。このことについて
、考えられる理由と共に説明する。
【００３６】
　前述したように、バンド切り替え用の信号用スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃは、半導
体からなる高周波スイッチが用いられる。特許文献１，２などの公知例における通常の高
周波スイッチでは、切替信号が与えられてから信号が切り替わる時間、すなわち信号パス
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のインピーダンスが遷移する時間が極めて短いことが多い。
【００３７】
　図１５は、高周波スイッチの切替信号と、チューナの入力インピーダンスの切り替わり
の様子を示したものである。
【００３８】
　図１５の例は、信号用スイッチ１１Ａまたは１１Ｂがオンになっている状態から、信号
用スイッチ１１Ａがオンになる状態に切り替える場合を想定しており、図１５（Ａ）は、
信号用スイッチ１１Ａの切替信号ＳＷ１を示している。
【００３９】
　そして、図１５（Ｂ）は、信号用スイッチ１１Ａを含む系が受け持つ周波数における入
力インピーダンスについて、信号用スイッチ１１Ｂまたはスイッチ１１Ｃのオン状態から
、信号用スイッチ１１Ａがオン状態に切り替わるときの変化を示すものである。
【００４０】
　この場合、信号用スイッチ１１Ａがオン状態に切り替わる前においては、信号用スイッ
チ１１Ｂまたは１１Ｃを含む系の周波数帯域は、信号用スイッチ１１Ａを含む系が受け持
つ周波数の帯域外であるので低いインピーダンスを示す。そして、信号用スイッチ１１Ａ
がオン状態に切り替わった後には、この信号用スイッチ１１Ａを含む系が受け持つ周波数
についての共振インピーダンスが見えるために、高いインピーダンスとなる。
【００４１】
　そして、信号用スイッチ１１Ａの切り替え制御信号ＳＷ１は、図１５（Ａ）に示すよう
に、ステップ状であるので、信号用スイッチ１１Ａのオン状態への切り替え前後のインピ
ーダンス遷移も、図１５（Ｂ）に示すように、ステップ状に近い応答波形となる。
【００４２】
　２個のチューナ２３１，２３２は、スプリッタ２２を介して接続されている。このため
、スプリッタの２個の出力端子間のアイソレーションが十分でない場合、一方のチューナ
の入力インピーダンスのステップ状の遷移により、他方のチューナへの信号を瞬時劣化さ
せてしまう可能性がある。
【００４３】
　例えば、アナログテレビ放送信号の場合、バンド切り替え時に、図１５（Ｃ）に示すよ
うなスパイクノイズが映像信号に乗り、それが表示画面の映像中にノイズとして現れると
言う問題が発生する。
【００４４】
　例えばチューナ２３１で選択中のチャンネルの放送番組の映像を、表示装置部２６の表
示画面で観視しているときに、チューナ２３２での選局チャンネルを変更したときに、バ
ンド切り替えがあると、その切り替え時に表示映像にノイズが表れる。
【００４５】
　また、例えばチューナ２３２で選択中のチャンネルの放送番組を記録再生装置部２７で
録画中に、チューナ２３１での選局チャンネルを変更したときに、バンド切り替えがある
と、その切り替え時にノイズが記録信号に重畳されて記録されてしまう。
【００４６】
　この発明は、以上のような問題点にかんがみ、信号分配部を通じて入力信号が複数の信
号処理部に分配されるときに、信号処理部に設けられている信号用スイッチの切り替えに
よる他の信号処理部の信号の劣化を軽減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００４７】
　上記の課題を解決するために、この発明は、
　入力信号を、複数の出力端に分配して出力する信号分配手段と、
　前記信号分配手段の前記複数の出力端のそれぞれに接続される信号処理部の複数個と、
　前記複数個の信号処理部の少なくとも一つに設けられ、前記信号分配手段からの信号の
伝送路をオン・オフする１または複数の信号用スイッチと、
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　前記１または複数の信号用スイッチの切替信号を発生する切替信号発生部と、
　前記切替信号により前記信号処理部の前記１または複数の信号用スイッチが切り替えら
れたときに、前記１または複数の信号用スイッチが切り替えられた信号処理部の入力イン
ピーダンスが、急峻でない遷移をするように抑制するための抑制手段と、
　を備える信号処理装置を提供する。
【００４８】
　上記の構成のこの発明によれば、信号処理部の１または複数の信号用スイッチが切り替
えられたときに、当該１または複数の信号用スイッチが切り替えられた信号処理部の入力
インピーダンスが、急峻でない遷移をする。このため、信号分配部のアイソレーションが
良好でない場合であっても、当該信号分配部に接続される他の信号処理部に供給する信号
の劣化が軽減される。
【発明の効果】
【００４９】
　この発明によれば、信号分配部のアイソレーションが良好でない場合であっても、一の
信号処理部における信号用スイッチの切り替え時における、当該信号分配部に接続される
他の信号処理部に供給する信号の劣化が軽減される。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】この発明による信号処理装置の第１の実施形態のテレビ受信機の構成例を示すブ
ロック図である。
【図２】図１の第１の実施形態の一部回路の構成例を示す図である。
【図３】図１の第１の実施形態の回路動作を説明するための図である。
【図４】この発明による信号処理装置の第２の実施形態の要部回路の他の構成例を示す回
路図である。
【図５】この発明の第２の実施形態において用いられる信号用スイッチの回路例を示す図
である。
【図６】この発明の第２の実施形態の要部の動作を説明するために用いる図である。
【図７】図１の実施形態の要部回路のさらに他の構成例を示す回路図である。
【図８】図７の例の要部の回路例を示す図である。
【図９】図７の例の場合における信号用スイッチの切り替え時の特性を説明するための図
である。
【図１０】図７の例の場合における信号用スイッチの切り替え時の特性を説明するための
図である。
【図１１】この発明による信号処理装置の実施形態の効果を説明するために用いる図であ
る。
【図１２】この発明による信号処理装置の実施形態の効果を説明するために用いる図であ
る。
【図１３】この発明が適用されるテレビ受信機に用いられるフロントエンド回路の一般的
な構成例を示す図である。
【図１４】この発明が適用されるテレビ受信機の一般的な構成例を示す図である。
【図１５】この発明の課題を説明するために用いる図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　以下、この発明による信号処理装置の幾つかの実施形態を、前述した図１４を用いて説
明したテレビ受信機に適用した場合を例にとって、図を参照しながら説明する。
【００５２】
　［第１の実施形態］
　図１は、この発明による信号処理装置の第１の実施形態としてのテレビ受信機の構成例
を示すブロックである。この図１の例は、前述した図１４を用いて説明したテレビ受信機
に、この発明の第１の実施形態を適用したもので、図１４の例と同一部分には、同一参照
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符号を付して、その説明を省略する。
【００５３】
　この発明による第１の実施形態においては、信号分配部としてのスプリッタ２２と、信
号処理部の例としての第１および第２のチューナ２３１および２３２との間に、それぞれ
インピーダンス遷移補正回路３１，３２を設ける。
【００５４】
　この例では、第１および第２のチューナ２３１，２３２のＩＣ化されているフロントエ
ンド回路１の外部に、インピーダンス遷移補正回路３１，３２は設けられる。
【００５５】
　そして、このインピーダンス遷移補正回路３１，３２のそれぞれは、独立に、制御部２
０からの第１および第２の制御信号ＥＮ１およびＥＮ２のそれぞれにより制御される。
【００５６】
　図２に、インピーダンス遷移補正回路３１、３２の構成例を示す。このインピーダンス
遷移補正回路３１，３２は、制御部２０から受ける制御信号が、第１の制御信号ＥＮ１，
第２の制御信号ＥＮ２というように異なるのみで、同様の構成を備える。
【００５７】
　すなわち、このインピーダンス遷移補正回路３１、３２は、スプリッタ２２からの信号
を受ける入力端子３１１、チューナ２３１に供給する出力信号を出力する出力端子３１２
および制御部２０からの制御信号ＥＮ１を受ける制御端子３１３を備える。
【００５８】
　そして、入力端子３１１と出力端子３１２との間に、例えばＭＯＳ（Ｍｅｔａｌ　Ｏｘ
ｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）型電界効果トランジスタ（以下、ＭＯＳトランジ
スタという）からなる可変抵抗素子３１４が接続される。この可変抵抗素子３１４の制御
端子（例えばゲート）には、制御端子３１３を通じて、制御部２０からの制御信号ＥＮ１
またはＥＮ２が、時定数回路３１５を通じて供給される。
【００５９】
　時定数回路３１５は、この例では、キャパシタ素子３１６と、抵抗３１７とからなる。
可変抵抗素子３１４の制御端子は、キャパシタ素子３１６を通じて接地端に接続され、キ
ャパシタ素子３１６と可変抵抗素子３１４の制御端子との接続点は、抵抗３１７を通じて
制御端子３１３に接続されている。
【００６０】
　可変抵抗素子３１４は、バンド切り替えがなされないときには、所定の抵抗値とされる
。例えば、可変抵抗素子３１４がＭＯＳトランジスタにより構成されるときには、制御信
号ＥＮ１またはＥＮ２として、そのゲートに、ドレイン－ソース間の導通抵抗が所定の抵
抗値となる電圧ＥＡが供給される（図３参照）。
【００６１】
　そして、インピーダンス遷移補正回路３１，３２の可変抵抗素子３１４は、その後段の
第１、第２のチューナにおいて、バンド切り替えがなされる際に、当該バンド切り替えに
先立ち、制御信号ＥＮ１、ＥＮ２のそれぞれによりオフ状態（インピーダンスが無限の状
態）とされる。例えば、可変抵抗素子３１４がＭＯＳトランジスタにより構成されるとき
には、そのゲートに供給される制御信号ＥＮ１またはＥＮ２がゼロ電位とされて、ＭＯＳ
トランジスタがオフの状態となるようにされる。
【００６２】
　ただし、このとき、図３で実線で示すように、制御信号ＥＮ１またはＥＮ２は、ステッ
プ状に変化するが、時定数回路３１５のため、ＭＯＳトランジスタのゲート電位の変化は
、図３で破線で示すように急峻ではなく、連続的で、緩やかな変化となる。
【００６３】
　そして、バンド切り替えが完了した後、インピーダンス遷移補正回路３１，３２の可変
抵抗素子３１４は、制御信号ＥＮ１、ＥＮ２のそれぞれにより、元の所定の抵抗値の状態
（オン状態）に戻るように制御される。
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【００６４】
　そして、後述するように、インピーダンス遷移補正回路３１，３２は、時定数回路を備
え、インピーダンス遷移スイッチがオン状態からオフ状態への遷移時およびオフ状態から
オン状態への遷移時に、その時定数回路の時定数に従って遷移する。
【００６５】
　このときにも、図３で実線で示すように、制御信号ＥＮ１またはＥＮ２は、ステップ状
に変化するが、時定数回路３１５のため、ＭＯＳトランジスタのゲート電位の変化は、図
３で破線で示すように急峻ではなく、連続的で緩やかな変化となる。
【００６６】
　すなわち、時定数回路３１５により、ステップ状の急峻な変化が、急峻でない変化に抑
制される。
【００６７】
　第１のチューナ２３１が動作中に、第２のチューナ２３２内のフロントエンド回路１の
信号用スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃが切り替えられる場合には、インピーダンス遷移
補正回路３２が、図３に示したように、制御信号ＥＮ２により制御される。
【００６８】
　また、第２のチューナ２３２が動作中に、第１のチューナ２３１内のフロントエンド回
路１の信号用スイッチ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃが切り替えられる場合には、インピーダン
ス遷移補正回路３１が、図３に示したように、制御信号ＥＮ１により制御される。
【００６９】
　したがって、バンド切り替え時のインピーダンス遷移が急峻ではなく、連続的で緩やか
な変化となる。これにより、図１５を用いて説明したようなスパイク状ノイズが、バンド
切り替えをしたチューナ以外の他のチューナへの信号に重畳されてしまうことが防止され
、当該他のチューナの信号劣化が軽減される。すなわち、動作中の他のチューナに対して
ノイズの悪影響を与えることなく、チューナのフロントエンド回路１でバンド切替を行う
ことができる。
【００７０】
　［第２の実施形態］
　第１の実施形態では、チューナ２３１および２３２の信号入力側にインピーダンス遷移
補正回路を設けるようにした。これに対して、第２の実施形態は、信号路中にインピーダ
ンス遷移補正回路のような補正回路を設けることなく、バンド切替スイッチおよび当該バ
ンド切替用スイッチに供給する切替信号のステップ状の急峻な変化を、急峻でない変化に
抑制する構成とする。
【００７１】
　図４は、この第２の実施形態におけるフロントエンド回路のバンド切替スイッチおよび
その切替信号の制御回路４０の構成例を示す図である。図４の回路４０は、制御部２０を
除き、１チップＩＣとされているフロントエンド回路の一部の回路を示すものである。
【００７２】
　この図４の例は、信号が平衡形式（差動形式）の場合の例であり、フロントエンド回路
の正側入力端子４１ｐおよび負側入力端子４１ｍには、スプリッタ２２からの正側入力信
号Ｖｉｐおよび負側入力信号Ｖｉｍが供給される。
【００７３】
　正側入力端子４１ｐおよび負側入力端子４１ｍを通じて入力された正側入力信号Ｖｉｐ
および負側入力信号Ｖｉｍは、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのそれぞれに供給
される。
【００７４】
　信号用スイッチ４２ＡはバンドＶＬ用の信号用スイッチ、信号用スイッチ４２Ｂはバン
ドＶＨ用の信号用スイッチ、信号用スイッチ４２ＣはバンドＵ用の信号用スイッチ、であ
る。制御部２０は、バンド切替信号ＳＷ１を信号用スイッチ４２Ａに、バンド切替信号Ｓ
Ｗ２を信号用スイッチ４２Ｂに、バンド切替信号ＳＷ３を信号用スイッチ４２Ｃに、それ
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ぞれ、切替信号補正回路４３Ａ，４３Ｂ，４３Ｃを通じて供給する。
【００７５】
　信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃは、全く同一の構成を備えるものである。図５
は、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃの一つの構成例を示すものである。
【００７６】
　正側入力端子４０１は、半導体スイッチであるｎ型ＭＯＳトランジスタ４１１のソース
に接続され、負側入力端子４０２は、半導体スイッチであるｎ型ＭＯＳトランジスタ４１
１のソースに接続される。
【００７７】
　また、正側入力端子４０１と負側入力端子４０２との間には、抵抗４１３および４１４
の直列回路が接続され、抵抗４１３と４１４の接続中点が接地される。
【００７８】
　ＭＯＳトランジスタ４１１のソースとゲートとの間にはキャパシタ素子４１５が接続さ
れ、トランジスタ４１２のソースとゲートとの間にはキャパシタ素子４１６が接続される
。そして、ＭＯＳトランジスタ４１１のゲートは、抵抗４１７を通じてゲート制御端子４
０５に接続される。また、ＭＯＳトランジスタ４１２のゲートは、抵抗４１８を通じてゲ
ート制御端子４０５に接続される。
【００７９】
　ＭＯＳトランジスタ４１１のドレインと、ＭＯＳトランジスタ４１２のドレインとの間
には、抵抗４１９および４２０の直列回路が接続され、抵抗４１３と４１４の接続中点が
ドレイン制御端子４０６に接続される。
【００８０】
　そして、ＭＯＳトランジスタ４１１のドレインは、キャパシタ素子４２１を介して正側
出力端子４０３に接続され、ＭＯＳトランジスタ４１２のドレインは、キャパシタ素子４
２２を介して負側出力端子４０４に接続される。
【００８１】
　抵抗４１３，４１４，４１７，４１８，４１９，４２０は、全て信号源インピーダンス
に対して十分大きな値、好適には１０ｋΩ以上の値とされている。
【００８２】
　図５の例においては、上述したように、ＭＯＳトランジスタ４１１，４１２のソースの
直流電位は、常に接地電位（０Ｖ）に固定されている。
【００８３】
　そして、図４に示すように、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３が、切替信号
補正回路４３Ａ，４３Ｂまたは４３Ｃを通じて、ゲート制御端子４０５およびドレイン制
御端子４０６に供給される。
【００８４】
　切替信号補正回路４３Ａ，４３Ｂおよび４３Ｃは同じ構成を示し、それぞれ時定数回路
４３１と４３２とを備えると共に、インバータ４３３とを備える。時定数回路４３１は、
抵抗４３４とキャパシタ素子４３５とからなり、また、時定数回路４３２は、抵抗４３６
とキャパシタ素子４３７とからなる。
【００８５】
　そして、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３は、時定数回路４３１を通じてゲ
ート制御端子４０５に供給される。また、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３は
、インバータ４３３により極性判定された後、時定数回路４３２を通じてドレイン制御端
子４０６に供給される。
【００８６】
　すなわち、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのゲート制御端子４０５とドレイン
制御端子４０６とには、相補的に制御電位が与えられて、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ
，４２Ｃの切替制御がなされる。
【００８７】



(13) JP 5287508 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

　半導体スイッチであるＭＯＳトランジスタ４１１および４１２がオンとされるときには
、ゲート制御端子４０５がハイレベルとなり、ドレイン制御端子４０６がローレベルとな
るバンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３が供給される。また、ＭＯＳトランジスタ
４１１および４１２がオフとされるときには、その逆に、ゲート制御端子４０５がローレ
ベルとなり、ドレイン制御端子４０６がハイレベルとなるバンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２
またはＳＷ３が供給される。
【００８８】
　以上の第２の実施形態においては、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３は、時
定数回路４３１および４３２を備える切替信号補正回路４３Ａ，４３Ｂまたは４３Ｃを通
じて信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのそれぞれに供給される。
【００８９】
　このため、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのそれぞれには、図６（Ａ）に示す
ようなステップ状のバンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３は、時定数回路４３１，
４３２により、急峻な変化ではなく、連続的で緩やかに変化する信号に変換されて供給さ
れる。
【００９０】
　したがって、図１５を用いて説明したようなスパイク状ノイズが、バンド切り替えをし
たチューナ以外の他のチューナへの信号に重畳されてしまうことが防止され、当該他のチ
ューナの信号劣化が軽減される。
【００９１】
　なお、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのオン・オフを制御するためには、ゲー
ト制御端子４０５に、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３を切替信号補正回路４３Ａ
，４３Ｂ，４３Ｃを通じて供給すればよい。
【００９２】
　しかし、この実施形態のように、ドレイン制御端子４０６を、ゲート制御端子４０５と
は相補的な電位変化をするように制御すれば、アナログスイッチとしての信号用スイッチ
４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃの歪み特性を良好なものとすることができる。
【００９３】
　［第３の実施形態］
　第３の実施形態は、第２の実施形態の変形例である。第２の実施形態では、フロントエ
ンド回路のバンド切替スイッチおよびその切替信号の制御回路４０においては、時定数回
路を備える切替信号補正回路４３Ａ，４３Ｂ，４３Ｃを用いた。
【００９４】
　第３の実施形態では、時定数回路ではなく、チャージポンプ回路を用いた切替信号補正
回路を備える。
【００９５】
　図７は、この第３の実施形態の場合におけるフロントエンド回路のバンド切替スイッチ
およびその切替信号の制御回路４０の構成例を示す図である。この図７の回路４０も、制
御部２０を除き、１チップＩＣ化されており、図７に示される端子は、ＩＣの端子ピンに
相当する。
【００９６】
　この図７において、図４の第２の実施形態の場合と同一部分には、同一参照符号を付し
てその詳細な説明は省略する。信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃは、図５に示した
回路構成を備えるものとされている。
【００９７】
　この第３の実施形態においては、第２の実施形態における切替信号補正回路４３Ａ，４
３Ｂ，４３Ｃに代えて、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのそれぞれに対して、切
替信号補正回路４４Ａ，４４Ｂ，４４Ｃを設ける。そして、この第３の実施形態において
は、微小可変電流源４５からの微小電流が、切替信号補正回路４４Ａ，４４Ｂ，４４Ｃの
それぞれに供給される。その他の構成は、第２の実施形態と同様である。
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【００９８】
　切替信号補正回路４４Ａ，４４Ｂ，４４Ｃのそれぞれは、同一の回路構成を備え、チャ
ージポンプ回路４４１およびキャパシタ素子４４２と、チャージポンプ回路４４３および
キャパシタ素子４４４と、インバータ４４５とからなる。微小可変電流源４５からの微小
電流は、チャージポンプ回路４４３およびキャパシタ素子４４４のそれぞれに供給される
。
【００９９】
　そして、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３は、切替信号補正回路４４Ａ，４４Ｂ
，４４Ｃを介して、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのそれぞれのゲート制御端子
４０５およびドレイン制御端子４０６に供給される。
【０１００】
　切替信号補正回路４４Ａ，４４Ｂ，４４Ｃにおいては、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２
，ＳＷ３は、チャージポンプ回路４４１に供給されると共に、インバータ４４５により極
性判定されてチャージポンプ回路４４３に供給される。
【０１０１】
　チャージポンプ回路４４１および４４３は、これに入力されるバンド切替信号ＳＷ１，
ＳＷ２，ＳＷ３に応じて、キャパシタ素子４４２の充放電を制御する。
【０１０２】
　すなわち、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３がハイレベルのときには、チャージ
ポンプ回路４４１は、キャパシタ素子４４２を、微小可変電流源４５からの微小電流によ
り充電するようにする。また、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３がローレベルのと
きには、チャージポンプ回路４４１は、キャパシタ素子４４２を、微小可変電流源４５か
らの微小電流で放電するようにする。
【０１０３】
　微小可変電流源４５は、例えば特開平７－２３４７３１号公報などに記載されている周
知の可変電流源の構成とすることができる。ここで、微小可変電流源４５は、キャパシタ
素子４４２および４４４を、ゆっくりと充電し、また、ゆっくりと放電させるようにする
ために微小電流を、チャージポンプ回路４４１，４４３に供給する。
【０１０４】
　なお、この図７の例では、微小可変電流源４５は、端子ピンを通じてＩＣ外から供給さ
れる複数ビットの電流値可変制御信号ＣＴＬにより、複数通りの電流値に制御可能とされ
ている。図７の例では、２ビットの電流値可変制御信号ＣＴＬにより、４通りの電流値に
制御可能とされている。
【０１０５】
　そして、キャパシタ素子４４２の両端に得られる電圧が、ゲート制御端子４０５に印加
される。
【０１０６】
　バンド切り替え時に、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂまたは４２Ｃをオフからオンにす
るため、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３をローレベルからハイレベルに変化
させたときには、チャージポンプ回路４４１は、キャパシタ素子４４２の充電を開始する
。このとき、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３がステップ状に変化しても、キ
ャパシタ素子４４２は、微小可変電流源４５からの微小電流で充電がなされるため、キャ
パシタ素子４４２の両端電圧は、微小電流の電流値に応じて緩やかに上昇する。
【０１０７】
　また、バンド切り替え時に、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂまたは４２Ｃをオンからオ
フにするため、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３をハイレベルからローレベル
に変化させたときには、チャージポンプ回路４４１は、キャパシタ素子４４２の放電を開
始する。このとき、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３がステップ状に変化して
も、キャパシタ素子４４２は、微小可変電流源４５からの微小電流で放電がなされるため
、キャパシタ素子４４２の両端電圧は、微小電流の電流値に応じて緩やかに下降する。
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【０１０８】
　このため、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３は、ステップ状に急峻に変化す
るものであっても、ゲート制御端子４０５のゲート制御電位は、緩やかに変化するものと
なる。
【０１０９】
　一方、チャージポンプ回路４４３には、インバータ４４５を通じてバンド切替信号ＳＷ
１，ＳＷ２，ＳＷ３が供給される。したがって、チャージポンプ回路４４３は、チャージ
ポンプ回路４４１とは、相補的な動作をする。つまり、ドレイン制御端子４０６のドレイ
ン制御電位は、ゲート制御電位に対して相補的な変化をする。
【０１１０】
　そして、このドレイン制御電位も、微小可変電流源４５の微小電流でチャージポンプ回
路４４３がドライブされるために、ゲート制御電位と同様に、ステップ状に急峻に変化す
るものであっても、連続的で緩やかに変化するものとなる。
【０１１１】
　以上のように、この第３の実施形態においては、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２
Ｃのゲート制御端子４０５およびドレイン制御端子４０６に供給される切替制御信号は、
緩やかに変化する信号である。したがって、この第３の実施形態においても、第２の実施
形態と同様に、図１５を用いて説明したようなスパイク状ノイズが、バンド切り替えをし
たチューナ以外の他のチューナへの信号に重畳されてしまうことが防止され、当該他のチ
ューナの信号劣化が軽減される。
【０１１２】
　そして、この第３の実施形態においても、ドレイン制御端子４０６は、ゲート制御端子
４０５とは相補的な電位変化をするように制御されるので、アナログスイッチとしての信
号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃの歪み特性を良好なものとすることができる。
【０１１３】
　チャージポンプ回路４４１と４４３とは、同様の構成を備えるものである。このチャー
ジポンプ回路４４１、４４３の回路構成例を、図８に示す。
【０１１４】
　図８に示すように、電源電圧＋Ｖｃｃが得られる電源端子５０１と接地端との間に、ｐ
型ＭＯＳトランジスタ５０２のソース－ドレイン間と、ｎ型ＭＯＳトランジスタ５０３の
ドレイン－ソース間との直列回路が接続される。
【０１１５】
　ＭＯＳトランジスタ５０２のドレインと、ＭＯＳトランジスタ５０３のドレインとの接
続点は出力端子５０４に接続される。この出力端子５０４は、キャパシタ素子４４２また
は４４４を通じて接地されると共に、ゲート制御端子４０５またはドレイン制御端子４０
６に接続される。
【０１１６】
　また、電源端子５０１と接地端との間には、ゲートとドレインとが接続されてダイオー
ド接続構成とされたｐ型ＭＯＳトランジスタ５０５のソース－ドレイン間と、ｎ型ＭＯＳ
トランジスタ５０３のドレイン－ソース間との直列回路が接続される。そして、このＭＯ
Ｓトランジスタ５０５のゲートと、ＭＯＳトランジスタ５０２のゲートとが接続されて、
カレントミラー構成とされる。
【０１１７】
　この例の場合、ＭＯＳトランジスタ５０５に流れる電流Ｉａに対して、ＭＯＳトランジ
スタ５０２に流れる電流Ｉｂとは、Ｉａ：Ｉｃ＝Ｍ：１とされる。ここで、Ｍは、１以上
の整数である。
【０１１８】
　また、電源端子５０１と接地端との間には、ｐ型ＭＯＳトランジスタ５０７のドレイン
－ソース間と、ゲートとドレインとが接続されてダイオード接続構成とされたｎ型ＭＯＳ
トランジスタ５０８のソース－ドレイン間との直列回路が接続される。そして、このＭＯ
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Ｓトランジスタ５０８のゲートと、ＭＯＳトランジスタ５０３のゲートとが接続されて、
カレントミラー構成とされる。
【０１１９】
　この例の場合、ＭＯＳトランジスタ５０８に流れる電流Ｉｃに対して、ＭＯＳトランジ
スタ５０３に流れる電流Ｉｄとは、Ｉｂ：Ｉｄ＝Ｍ：１とされる。
【０１２０】
　そして、ｐ型ＭＯＳトランジスタ５０７のゲートが、スイッチ５０９を通じて電源端子
５０１に接続されると共に、スイッチ５１０を通じてｐ型ＭＯＳトランジスタ５１１のゲ
ートに接続される。
【０１２１】
　また、ｎ型ＭＯＳトランジスタ５０６のゲートが、スイッチ５１２を通じて接地端に接
続されると共に、ダイオード接続されているｎ型ＭＯＳトランジスタ５１３のゲートに接
続される。
【０１２２】
　また、ｐ型ＭＯＳトランジスタ５１１のソース－ドレイン間と、ｎ型ＭＯＳトランジス
タ５１３のドレイン－ソース間との直列回路が、電源端子５０１と接地端との間に接続さ
れる。
【０１２３】
　さらに、電源端子５０１と、微小電流入力端子５１６との間には、ダイオード接続され
たｐ型ＭＯＳトランジスタ５１４のソース－ドレイン間が接続される。微小電流入力端子
５１６には、微小可変電流源４５からの基準微小電流Ｉｏが供給される。
【０１２４】
　そして、ｐ型ＭＯＳトランジスタ５１１のゲートは、ダイオード接続されたｐ型ＭＯＳ
トランジスタ５１４のゲートと接続されて、カレントミラー構成とされる。
【０１２５】
　そして、切替信号入力端子５１７には、チャージポンプ回路４４１の場合には、制御部
２０からのバンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２またはＳＷ３は、そのままの極性で入力される
。また、チャージポンプ回路４４３の場合には、制御部２０からのバンド切替信号ＳＷ１
，ＳＷ２またはＳＷ３は、極性反転されて切替信号入力端子５１７に供給される。
【０１２６】
　切替信号入力端子５１７からの切替信号は、そのままの極性でスイッチ５０９に供給さ
れると共に、インバータ５１５により極性反転された後、スイッチ５１０およびスイッチ
５１２に供給される。
【０１２７】
　次に、以上の構成のチャージポンプ回路の動作を、チャージポンプ回路４４１の場合を
例に説明する。
【０１２８】
　微小可変電流源４５からは常時基準微小電流Ｉｏが出力されているので、カレントミラ
ー構成により、ＭＯＳトランジスタ５１１および５１３を通じても、微小電流Ｉｏに対応
する電流が流れている。
【０１２９】
　バンド切替信号ＳＷ１、ＳＷ２またはＳＷ３がローレベルからハイレベルになったとき
には、図８に示すように、スイッチ５０９がオン、スイッチ５１０および５１２はオフと
される。
【０１３０】
　このため、このときには、カレントミラー構成により、ＭＯＳトランジスタ５０５およ
び５０６の系に、対応する電流が流れる。そして、ＭＯＳトランジスタ５０５に対してカ
レントミラー構成とされているＭＯＳトランジスタ５０２に電流Ｉｃが流れ、この電流Ｉ
ｃによりキャパシタ素子４４２または４４４が０Ｖから充電される。
【０１３１】
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　また、バンド切替信号ＳＷ１、ＳＷ２またはＳＷ３がハイレベルからローレベルになっ
たときには、図８の状態とは逆に、スイッチ５０９がオフ、スイッチ５１０および５１２
はオンとされる。
【０１３２】
　すると、このときには、カレントミラー構成により、ＭＯＳトランジスタ５０７および
５０８の系に、対応する電流が流れる。そして、ＭＯＳトランジスタ５０８に対してカレ
ントミラー構成とされているＭＯＳトランジスタ５０３に電流Ｉｄが流れ、この電流Ｉｄ
によりキャパシタ素子４４２または４４４は、電源電圧から放電される。
【０１３３】
　キャパシタ素子４４２または４４４の充電または放電が完了する時間は、キャパシタ素
子４４２，４４４の値およびチャージポンプの電流Ｉｃ，Ｉｄの電流値により決まる。
【０１３４】
　図８の例のチャージポンプ回路では、出力段のカレントミラー電流比Ｍ：１を、最適設
計することにより、キャパシタ素子４４２または４４４の充電または放電の電流値が定め
られる。そして、微小可変電流源４５が、電流値可変制御信号ＣＴＬにより可変制御され
ることにより、基準微小電流Ｉｏの値が可変される。
【０１３５】
　チャージポンプ回路４４３の場合には、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３が極性
反転されて供給されるので、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３のハイレベル、ロー
レベルに対する動作関係が逆になる。
【０１３６】
　図９は、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３がハイレベルからローレベルになった
ときの、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂまたは４２ＣにおけるＭＯＳトランジスタ４１１
，４１２のゲートおよびドレインの電位変化を表したものである。この図９の例の場合は
、時間＝１ｍｓｅｃ時に、ハイレベル→ローレベルのバンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２また
はＳＷ３が与えられている。
【０１３７】
　図９に示されるように、ゲート電位は、２Ｖ（電源電圧）からキャパシタ素子４４２の
放電により次第に低下し、数ｍｓｅｃ後には０Ｖ（接地電位）に落ちる。逆に、ドレイン
電位は、０Ｖ（接地電位）から２Ｖ（電源電圧）まで上昇している。
【０１３８】
　図９において、インピーダンス遷移範囲とは、ＭＯＳトランジスタ４１１，４１２のオ
ン抵抗が変化する範囲に相当することを意味している。すなわち、図９の例によれば、信
号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのインピーダンス遷移時間が、１ｍｓｅｃから数ｍ
ｓｅｃ程度になっていることが判る。
【０１３９】
　なお、図９において、各ゲート電位の遷移曲線およびドレイン電位の遷移曲線の右横の
数字は、微小可変電流源４５における２ビットの電流値可変制御信号ＣＴＬのコード値を
示している。すなわち、この例では、電流値可変制御信号ＣＴＬのコード値が大きくなる
と基準微小電流値が減少し、結果として充放電時間が長くなる。
【０１４０】
　図９に示すように、ゲートとドレインの電位変化が対称的では無い。これは、ＭＯＳト
ランジスタ４１１，４１２のゲート電位は、キャパシタ素子４４２の値とチャージポンプ
回路の電流値Ｉｃだけで決まるのに対し、ＭＯＳトランジスタ４１１，４１２のドレイン
電位は、ゲート電位に影響されるためである。
【０１４１】
　具体的には、ＭＯＳトランジスタ４１１，４１２のゲート電位が高いときは、ＭＯＳト
ランジスタ４１１，４１２のオン抵抗が小さいため、チャージされる電流がキャパシタ素
子４４４に蓄積されずに、ＭＯＳトランジスタを介して接地側に排出される。このため、
キャパシタ素子４４４の電位は、時間に比例した上昇はしないのである。
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【０１４２】
　図１０は、図９とは反対に、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３がローレベルから
ハイレベルになったときの、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂまたは４２ＣにおけるＭＯＳ
トランジスタ４１１，４１２のゲートおよびドレインの電位変化を表したものである。こ
の場合も、時間＝１ｍｓｅｃ時に、ローレベル→ハイレベルのバンド切替信号ＳＷ１，Ｓ
Ｗ２またはＳＷ３が与えられている。
【０１４３】
　なお、前述もしたように、信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃのオン・オフを制御
するためには、ゲート制御端子４０５に、バンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３を切替
信号補正回路４３Ａ，４３Ｂ，４３Ｃを通じて供給すればよい。
【０１４４】
　ただし、この実施形態のように、ドレイン制御端子４０６を、ゲート制御端子４０５と
は相補的な電位変化をするように制御すれば、アナログスイッチとしての信号用スイッチ
４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃの歪み特性を良好なものとすることができるものである。
【０１４５】
　図１１は、例えば信号用スイッチ４２Ａへのバンド切替信号ＳＷ１がハイレベルからロ
ーレベルに切り替わる時のチューナのフロントエンド回路での入力インピーダンスの遷移
状態を示している。時間＝１ｍｓｅｃで、バンド切替信号ＳＷ１がハイレベルからローレ
ベルに切り替わってから、インピーダンスはステップ状ではなく、緩やか（滑らか）に遷
移し、ほぼ２ｍｓｅｃの遷移時間を有している。
【０１４６】
　また、図１２は、例えば信号用スイッチ４２Ａへのバンド切替信号ＳＷ１がローレベル
からハイレベルに切り替わる時のチューナのフロントエンド回路での入力インピーダンス
の遷移状態を示している。この場合も、時間＝１ｍｓｅｃで、バンド切替信号ＳＷ１がロ
ーレベルからハイレベルに切り替わってから、インピーダンスはステップ状ではなく、緩
やか（滑らか）に遷移し、ほぼ４ｍｓｅｃの遷移時間を有している。
【０１４７】
　［実施形態の効果］
　以上説明したように、上述の実施形態によれば、図１１および図１２に示したように、
チューナ２３１，２３２において、バンド切り替えをした時に遷移する入力インピーダン
スが、ステップ状の急峻な遷移ではなく、連続的で緩やかな遷移特性となる。
【０１４８】
　このため、スプリッタ２２が有する出力端子間のアイソレーションが良好でない場合に
おいても、動作している他のチューナの受信信号に対して劣化を与えることなく、チュー
ナにおいてバンド切替動作が可能となる。
【０１４９】
　［その他の実施形態および変形例］
　信号用スイッチ４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃに供給するバンド切替信号ＳＷ１，ＳＷ２，Ｓ
Ｗ３をステップ状のものから、連続的で緩やかな変化するものに抑制する切替信号補正回
路としては、上述の実施形態に限られるものではない。
【０１５０】
　例えば、ゲート制御端子４０５に供給するゲート制御電位およびドレイン制御端子４０
６に供給するドレイン制御電位を、ＰＷＭ（Pulse　Width　Modulation）信号とし、スイ
ッチ切替時に、そのパルス幅を連続的かつ緩やかに変化させるようにしてもよい。
【０１５１】
　なお、上述の説明においては、電界効果トランジスタは、ＭＯＳ型としたが、ＭＯＳ型
にのみに限らないことは言うまでもない。
【０１５２】
　上述の実施形態では、信号処理部としてのチューナは、３個の信号用スイッチを備える
ものとしたが、信号用スイッチは、１個または２個でもよく、また、４個以上であっても
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もちろんよい。１個の信号用スイッチの場合には、信号処理部が信号分配部の出力端に対
して接続されるか否かの選択となる。
【０１５３】
　また、上述の実施形態では、信号分配部の複数個の出力側に接続されるすべての信号処
理部に信号用スイッチが設けられる場合のみについて説明した。しかし、全ての信号処理
部に信号用スイッチが設けられる必要はなく、信号分配部の複数個の出力側の、少なくと
も一つの信号処理部に信号用スイッチが設けられていれば、この発明は適用可能となる。
【０１５４】
　上述の実施形態は、テレビ放送信号の受信装置の場合に、この発明を適用した例である
が、この発明は、テレビ放送を受信する場合に限られるものではないことは言うまでもな
い。この発明は、信号分配部を介して、受信信号を複数個の信号処理部に供給するもので
あって、信号処理部が１または複数個の信号用スイッチを備える場合の全てに適用可能で
ある。
【符号の説明】
【０１５５】
　１…フロントエンド回路、２０…制御部、２１…スプリッタ（信号分配手段）、３１，
３２…インピーダンス遷移補正回路、４２Ａ，４２Ｂ，４２Ｃ…信号用スイッチ、４３Ａ
、４３ｂ，４３Ｃ，４４Ａ，４４Ｂ，４４Ｃ…切替信号補正回路、４５…微小可変電流源
、３１５，４３１，４３２…時定数回路、４４１，４４３…チャージポンプ回路

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】 【図８】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】
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